
社会科学習指導案
2006年 1月 27日 (金)教 時

銀出中学校 1年 生 14名

教諭 人 木 響

1 .単 元 名  「 ヨーロッパ人との出会いと全国統
一」

2.単 元について

本単元は、ヨーロジパ世界がアジアに進出してくる経過や日本
へ来航する過程 ・影響について (世界史的内容)

と、戦国動乱から織日・豊臣政権の時期における統T事 業について (日本史的内容)と いつた内容で構成され
て

いる。本時では鉄砲の伝来について、小学校での学習内容や前時での既習事項をもとにして、ただ網羅的 ,断片

的に理解するだけで終わらせず、それぞれの意義や目的を対外関係や政策の内容と関連づけて考えさせ、より広

い視野で捉 えさせたい。また、言語による思考が苦手な生徒が見 られることか ら、生徒
の授業 に対する関心

・意

欲を高める
一助として視覚資料を取り入れた。イメ

ージの喚起を通し 「生徒が主体的に取り組む」きつかけをつ

くりたい。

3.生 徒の実態

ほとんどの生徒が前向きに授業に取り組んでいるが、なかには言語による思考が苦手な生徒も見られる。特に

導入部では視覚的な教材を用いイメ
ージの喚起を行つている。科目については、地理よりも歴史の好きな生徒が

大半である。本単元は、小学校での既習内容もあることなどから、全体的に授業に対する前向きさが見られる。

4.単 元の目標

■社会的事象への関心
・意欲 ・態度

・戦国の動乱とその時期のヨ
ーヨッパ人の来航、織日・豊臣の政治や社会の大きな変化と文化の展開に対し関心

を高めることができる。

白社会的な思考 ・判断
・戦国の動乱とヨーロッパ人の来航及びヨ

ーロッパ文化の伝来が我が国の社会に及ぼした影響を多面的
・多角的

に考えることができる。
・織田・豊巨による統

一事業と対外関係のあらまし、文化の展開を通して、歴史の流れと時代め特色を多面的
・

多角的に考祭している。

口資料活用の技能 ・表現
・戦国の動乱とその時代のヨ

ーロッパ人の来航に関する絵画や文献などの様々な資料を収集し、適切に選択して

活用するとともに、追究し考察した結果を説明できる
襖開に関する絵画や文献などの様々な資料を収集し、適・織田 `豊臣の時期の政治や社会の大きな変化と文化の

切に選択して、活用するととヽに、追究し考察した結果を説明できる。 _
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■社会的な事象についての知識
・理解

・戦国の動乱 とその時代のヨ
ーロッ末人の来航を、

識を身に付けている。′
・織田 ?豊 臣の時期の政治や社会の大きな変化を、

に、武将や豪商などの生活文化の展開に気づき、

我が国の歴史 とかかわる世界の歴史を背景に理解 し、その知

我が国の歴史とかかわる世界の歴史を背景に理解するととも

その知識を身に付けている。

子 の 会 佐 揃 計 画

単元名 「ヨーロッパ人との出会いと全国統
一」(10時 間)

時

配
学習内容

評価の観点 評 価 規 準 評価方法

関 思 技 知

3
鉄砲 とキ ジス ト

教の伝来

(本時 2/ 3 )

○ ◎ ○ ◎ ・戦国大名の領国支配の様子を、城下町や領国経営

のようすなどから理解する。
。この時代に伝わつた鉄砲 とキリス ト教が急速に広

まった理由を考えることができる。       _

ワークシー ト

発間に対す る答え

観察

ヨ~ロ ンパ人

来航の背景

① ◎ O ○ ・ヨーロッパ人が新航路を開いた目的を、おもにヨ

ーとンパとァジアの関係から考えることができる。
・ルネサンスや宗教改革など、15世 紀

～ 17世 紀

のヨーロッパで起きた動きの概略を理姪する

観察

発間に対する答え

織 田信長 ・豊 巨

秀吉 に よる統
一

事業

O ○ ○ ・信長 と秀吉の統
一事業の過程を、その経済政策、

宗教政策などと関連させながら理解する。

・数多くの大名の中で、織田信長や豊巨秀吉が全国

統一に成功した理由を考えることができる。
‐

ワークシー ト

観察

発間に対する答え
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2
兵農分離と

朝鮮侵略

○ ○ ○ ○ 。太閤検地と刀狩によつてそれまでとどのような点

が異なった社会が生まれたのかを考えることができ

る。
・朝鮮侵略のあらましと、それがその後の日本に与

えた影響を理解する。

観察

発間に対する答え

2
桃山文化 ○ ◎ ○ ・桃山文化の特色を建築 ・絵画 ・芸能などか ら理解

し、その特色が うまれた理由を考えることができる。
・ヨーロッパ人の来航 によつて生まれた物資や文化

の交流のようす と、その影響を理解する。

ワークシー ト

観察

発間に対する答え

6 .本 時の指導計画

(1)目 標

・鉄砲がどのような経緯で伝わり、なぜ急速に広まつたのかを考えることができる。

2

時 間 学 習 活 動 教 師 の 活 動 評価場面 (観点)・留意点

導入
5分

*前 時の復習 「今までに学習した世の中をふ り返ろう」
→守護大名が戦国大名 として力を付けはじめた

*資 料① 「火縄銃の画像」を提示→ こ れはなんでしょう?

(反応例)鉄 砲、火縄銃

適宜ヒントを出す。
活動の観祭

鉄砲の使い方については

深入 りしない程度に触れ

る。

展開
15分

15う)

本時の課題の確認

(研究仮説

・小グループにし、考えさ
せる。活1動を観察 し、適宜

考え方等を個別支援する。

ワークシー トの観祭 (思)

・製造技術を修得 した鍛冶

職人によつて国産化 された

ことに着 目させる。

・小グループで、考えさせ

る。活動を観察し、適宜考
え方等を個別支援する。

囲
*ど のように伝わったのか、考える

。はじめて伝わつた場所は ?→ 地図帳を用い場所を確認する
。交通手段、伝えた人は?→南蛮船の存在に気づかせる
来資料② 「南蛮船の画像」、資料③ 「日本列島地図」を提示    で

*ど のように広まつたのか、考える

→最初に手にしたのは誰 ?
→ どう思った ?
→ どうやつて手に入れていた ?
→誰,が作っ′たの ?(資 料④ 「鉄砲鍛治の画像」を提示)
→その結果、商業 ・鉱工業はどうなつたと思 う?

,            → ワークシー トを使用

*発 表 してみよう (小グループ毎に何人か発表指名する)

まとめ

1 0夕)
いろいろ考えてみよう|
。あなたが戦国大名だつたら?(鉄 砲の使い方、性能)資 料⑤を提示

*ワ ークシー トに各 自まとめる。疑問 ・意見 ・感想の発表

*次 時予告

隣表内容 (関・思)|

(3)本 時の評価基準

・A… 鉄砲がどのような経緯で伝わり広まったのかが理解でき、それが商業 ・鉱工業の発達に大きな影響をもた

らしたことに気づくことができる。

・B… 鉄砲がどのような経緯で伝わり広まったのか、その流れが理解できる。
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